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和 衷 協 同 心を同じくして、共に協力し活動する

年の瀬に輝く知高生！

Quote for the month (今月の言葉）

「雲外蒼天（うんがいそうてん）」 藤井聡太

若干21歳で将棋のタイトル全八冠を同時制覇し内閣総理大臣顕彰

を受けた時に記した言葉。「雲の上には青空が広がっているという

ことで、努力をしてさらに実力を高めていくことでこれまでと違っ

た景色が見えるという意味を込めて書いた」と説明していた。努力の天才

ですね。校長

クリスマスライブで生き生きパフォーマンス
知高が誇る「Christmas Lunchtime Live」が3日間生徒会主催で開催され、ダンス演技、軽音楽、ハンドベルと三

線のコラボ、歌とピアノ演奏など、タレント溢れる知高生のパフォーマンスが披露され大いに盛り上がりました。イ

ベントを盛り上げるために、日曜日に合計１０0名を超えるPTAと部活生が協力して校内清掃とイルミネーションの

装飾作業を行いました。このイベントが楽しめるのもその影で支えてくれている方々のお陰です。Thanks a lot.

知高！繋がるプロジェクト

最終発表会

12月11日に「性・エイズ特設事

業」が名桜大学の協力のもと開

催されました。神田准教授と本

校卒業生の仲宗根さんが講師と

なり2，3年生は体育館で、1年

生は各教室において20名の大学

生の皆さんがピアエデュケー

ターとして講師をつとめて下さ

いました。年齢の近い大学生が

行うピアエデュケーションは県

内初の取組で名桜生が事前に準

備を重ねてそれぞれの切り口で

性教育について説明して下さい

ました。

演劇鑑賞会「地雷探知犬ニーナ」で平和を考える

演劇鑑賞会で内戦後長きに渡って地雷で苦しむ

カンボジアの人達を支える日本人と地雷探知犬

の地雷撤去作業の演劇を鑑賞しました。

「地雷で苦しんでいる国や人達が世界には沢山

いることが分かりました。今まで何事もなく平

和に暮らしていることは当たり前ではないから、

感謝しながら生活していこうと思います。この

演劇を観て、地雷や戦争で苦しんでいる国につ

いてもっと知りたいと思い、将来は世界のこの

よな状況を知って苦しんでいる人の役に立てる

ような人になりたいと思いました。」（2年生）

県主催進学エンカレッジ推進事業参加
県内高等学校生徒の県外国公立大学等への進学を推

進し大学等進学率を向上させる同事業に2年生の平田

結瑞さんが選考され、県外大学で学びを深めました。

「私はエンカレッジ研修で関西外語大、大阪大学、関西

大学を訪問しました。そこで実際に大学の講義を受けて

大学の授業の難しさを実感しました。また、大学では

「国際性」や「探究心」を必要としていると知り、高校

生活でこれらを身に付けられるよう様々な挑戦をしよう

と思いました。さらに、他校のレベルの高い生徒と交流

できたことで今の自分の実力は不十分だと気づきより努

力して勉強に取り組もうと思えました。

九州高校総文祭出場

美術・工芸部門島袋祐盛

写真部門 下地杏樹

囲碁部門 島袋光太

放送テレビ番組部門放送

性・エイズ特設授業

2年生の「知高！繋がるプロジェク

ト」の最終発表会が行われ、各クラ

スがSDGｓの視点で地域の課題等を行

政、企業、NPO等の協力を得ながら与

えられたミッションの解決方法をプ

レゼンしました。7月から足かけ5ヶ

月に及ぶプロジェクトを見事にやり

遂げてくりました。講師を務めて下

さった専門家の方々に感謝です。

講師一覧（敬称略）

1組 島袋優 2組 泉圭子

3組 渡邊健一 4組 臼井洋平

5組 早野純也 6組比嘉良鳳

7組仲宗根愛子 8組照屋健太郎
。


